
前
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
要
望
と
回
答
の

抜
粋
で
す
。

●
寸
沢
嵐
５
７
１
国
道
沿
い
障
が
い
者

訓
練
施
設
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
」
横
か
ら

下
る
道
路
の
雨
水
対
策
を

【
回
答
】
ご
要
望
の
箇
所
は
、
側
溝
を
施
設

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
風
な
ど
大
雨
時
の

流
水
の
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
グ

レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
交
換
す
る
な
ど
排
水
対
策

を
検
討
す
る
。

●
桂
北
小
学
校
横
の
甲
州
街
道
か
ら
相

模
湖
公
園
に
至
る
市
道
の
歩
道
幅(

交
流

セ
ン
タ
ー
ま
で)

の
拡
幅
な
ど
の
対
策
を

【
回
答
】
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
歩
道
整
備

が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
早
期
に
拡
幅

整
備
の
対
応
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
安

全
対
策
と
し
て
通
行
車
両
に
注
意
喚
起
を
促

す
路
面
標
示
等
を
検
討
す
る
。

●
市
道
関
口
道
志
線
か
ら
寸
沢
嵐
１
９

１
６(

Ｍ
氏)

前
か
ら
、
み
な
畑
に
入
る

進
入
路
に
待
機
所
の
設
置
と
倒
木
・
落

枝
の
対
策
を

【
回
答
】
現
地
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現

況
道
路
の
通
行
幅
は
４
ｍ
あ
り
、
一
部
で
は

５
ｍ
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
生
活
道
路

と
し
て
は
有
効
幅
員
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
待
機
所
の
設
置
は
で
き
な
い
。
倒
木
、
落

枝
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
に
は
木
の
所
有

者
へ
通
知
な
ど
指
導
を
行
い
、
危
険
な
枯
れ

た
木
の
伐
採
、
剪
定
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
現
地
を
注
視
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
維

持
管
理
に
努
め
る
。

●
寸
沢
嵐
６
０
７
Ｉ
氏
宅
か
ら
Ｍ
氏
宅

間
の
砂
利
道
の
舗
装
を

【
回
答
】
ご
要
望
の
箇
所
は
、
こ
れ
ま
で
進

め
て
い
た
隣
接
土
地
所
有
者
の
方
々
か
ら
同

意
を
頂
く
こ
と
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

８
年
度
の
工
事
に
向
け
予
算
要
求
を
し
て
い

く
。

●
市
道
関
口
道
志
線
、
寸
沢
嵐
１
８
５

０(

旧
Ｙ
氏
宅)

か
ら
弁
天
橋
に
向
か
う

右
側
１
０
０
ｍ
ほ
ど
に
側
溝
蓋
を

【
回
答
】
ご
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現

況
の
道
路
面
か
ら
か
な
り
低
い
位
置
に
側
溝

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
蓋
掛
け
で
は

段
差
の
解
消
は
で
き
な
い
構
造
で
あ
る
。
対

応
可
能
な
構
造
の
検
討
を
行
う
の
で
、
解
消

ま
で
の
間
は
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
安
全

確
認
を
実
施
す
る
。

※
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

回
答
の
全
文
は
共
産
党
相
模
湖
支
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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先
日
、
山
仲
間
と
青
根

の
神
ノ
川
か
ら
大
室
山
へ

登
り
ま
し
た
。

大
室
山
は
丹
沢
山
塊
の

西
側
に
聳
え
る
標
高
一
、
五
八
七
Ｍ
の
お
な
じ

み
の
山
で
す
が
、
結
構
き
つ
い
登
り
の
続
く
中

級
者
向
け
の
山
で
す
。
神
奈
川
と
山
梨
の
県
境

に
あ
り
、
山
頂
は
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
の
林
の
中
で
、

見
晴
ら
し
は
悪
い
で
す
。
が
途
中
の
尾
根
か
ら

は
南
側
の
富
士
山
や
愛
鷹
山
や
箱
根
や
大
野
山

あ
し
た
か
や
ま

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

山
頂
に
は
ベ
ン
チ
も
テ
ー
ブ
ル
も
無
い
の
で
、

道
志
村
方
面
へ
少
し
下
り
、
暑
い
日
差
し
を
避

け
、
ブ
ナ
林
の
中
へ
入
る
と
、
辺
り
一
面
ヤ
マ

ト
リ
カ
ブ
ト
の
紫
色
の
花
と
、
白
い
シ
ロ
ヨ
メ

ナ
が
群
生
し
て
い
ま
し
た
。
我
々
は
大
き
な
倒

木
に
座
っ
て
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
廻
り
は
グ

ル
ッ
と
ト
リ
カ
ブ
ト
の
花
に
埋
も
れ
て
、
間
違
っ

て
猛
毒
の
葉
や
花
を
一
緒
に
口
に
入
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
気
を
付
け
て
食
事
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
植
物
は
鹿
が
食
べ
な
い
の
で
、
現
在

優
先
的
に
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

丹
沢
で
一
番
の
大
室
山
の
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト

の
群
生
は
九
月
一
杯
が
見
頃
で
す
。
（
九
月
二

十
三
日
歩
く
）
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植物

ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
〈
山
鳥
兜
〉

（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
ト
リ
カ
ブ
ト
属
）

相
模
湖

ダ
ム
祭

10
月
５
日
、
第
28
回
相
模
湖
ダ
ム
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
相
模
湖
ダ
ム
祭
は
、
相
模
湖
の
も
っ
て
い

る
自
然
豊
か
な
空
間
や
、
ダ
ム
が
も
た
ら
す
役
割
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
祭
は
三
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
て
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
ダ
ム
・

発
電
所
エ
リ
ア
で
は
、

発
電
所
の
見
学
や
今
行

わ
れ
て
い
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
の
見
学
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
湖
畔
・

相
模
湖
公
園
エ
リ
ア
で

は
、
遊
覧
船
で
の
湖
上

学
習
が
行
わ
れ
、
ダ
ム

建
設
史
や
湖
銘
碑
の
説

明
、
写
真
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
で
は
、

魚
と
ふ
れ
あ
う
生
態
学

習
や
相
模
ダ
ム
等
の
貴

重
な
動
画
上
映
な
ど
が

行
わ
れ
、
各
エ
リ
ア
に

は
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。
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